
一
昨
日
、
事
務
局
よ
り
「
な
が
さ
き
の
空
　
第
一
号
」
を
発
刊
し
て
よ
り
今
回
は

三
百
号
と
な
る
の
で
、
私
に
何
か
記
念
誌
を
書
く
よ
う
に
と
の
事
で
あ
っ
た
。

私
が
故
清
島
省
三
十
八
銀
行
頭
取
よ
り
、「
あ
な
た
の
言
う
『
長
崎
学
』
を
学
園
内

で
の
講
義
の
み
で
な
く
、
一
般
の
人
達
に
も
解
り
や
す
く
説
明
普
及
す
る
目
的
で
、

長
崎
歴
史
文
化
協
会
を
設
立
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
今
よ
り
二
十
五
年

前
の
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
八
日
に
創
立
し
て
戴
く
運
び
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は

其
の
『
長
崎
学
』
創
立
の
事
な
ど
を
中
心
に
紹
介
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前
長
崎
県
立
図
書
館
長
の
永
島
正
一
先
生
は
、
其
の
著
「
長
崎
も
の
し
り
手
帳
」

（
一
）
の
中
で
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
教
授
で
あ
ら
れ
た
武
藤
長
蔵
先
生
、
長
崎
県
立

図
書
館
長
永
山
時
英
先
生
と
古
賀
十
二
郎
先
生
を
「
長
崎
学
の
三
羽
烏
」
と
よ
び
、

中
で
も
明
治
十
二
年
五
月
長
崎
五
島
町
の
前
黒
田
藩
長
崎
屋
敷
用
達
「
万
屋
」
の
十

二
代
と
し
て
生
ま
れ
ら
れ
た
古
賀
先
生
を
「
長
崎
学
の
泰
斗
」
と
よ
ん
で
お
ら
れ
る
。

戦
後
は
、
古
賀
先
生
お
一
人
だ
け
が
郷
土
史
家
と
し
て
残
っ
て
お
ら
れ
た
。
当
時
、

先
生
は
大
村
に
疎
開
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
永
島
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
時
々
、
先

生
を
長
崎
県
立
図
書
館
に
お
迎
え
し
て
、「
長
崎
学
会
」
と
い
う
会
合
を
開
い
て
い
た
。

し
か
し
今
考
え
る
と
当
時
集
ま
っ
て
来
ら
れ
た
人
達

も
、
今
で
は
皆
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
当
時
の

大
先
達
と
し
て
は
、
古
賀
先
生
第
一
の
お
弟
子
さ
ん

と
言
わ
れ
て
い
た
渡
辺
庫
輔
先
生
、
長
崎
大
学
の
小

澤
敏
久
、
外
山
三
郎
の
両
先
生
、
キ
リ
シ
タ
ン
研
究

家
の
片
岡
弥
G
先
生
、
長
崎
市
立
博
物
館
の
林
源
吉
、

島
内
八
郎
の
両
先
学
、
面
白
い
事
を
自
由
に
話
さ
れ

る
正
木
慶
文
医
博
、
図
書
館
よ
り
は
田
中
享
一
先
生

と
松
尾
利
信
（
後
の
稲
佐
幼
稚
園
長
）
先
生
、
若
い

研
究
者
と
し
て
中
西
啓
、
田
中
敏
朗
の
各
氏
と
私
で

あ
っ
た
。
其
の
後
少
し
遅
れ
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

人
に
、「
犯
科
帳
」
出
版
で
有
名
に
な
ら
れ
た
森
永

種
夫
先
生
、
そ
し
て
最
後
に
、
此
の
長
崎
学
会
が
解
散
す
る
ま
で
、
惜
し
み
な
く
一

切
の
経
済
的
援
助
を
戴
い
た
増
田
水
産
社
長
の
増
田
高
彦
氏
の
名
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
物
で
あ
ら
れ
る
。

私
の
長
崎
学

私
が
長
崎
学
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
或
る
日
「
チ
ャ
ン
ポ
ン
」
の
項
を
よ

ん
で
い
た
ら
、「
チ
ャ
ン
ポ
ン
は
始
め
唐
船
持
ち
き
た
る
料
理
な
り
」
と
書
い
て
あ
っ

て
、「
其
の
唐
船
は
東ト

ン

京キ
ン

の
船
な
り
」
と
説
明
し
て
あ
っ
た
。
東
京
と
い
え
ば
今
の
ベ

ト
ナ
ム
で
あ
り
、
そ
の
ベ
ト
ナ
ム
の
船
が
、
ど
う
し
て
唐
船
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
と
疑
問
を
持
っ
た
の
が
、
最
初
で
あ
っ
た
。

早
速
、
こ
の
疑
問
を
渡
辺
先
生
に
お
尋
ね
し
た
ら
「
そ
れ
は
金
井
俊
行
の
長
崎
年

表
の
序
文
を
読
ん
だ
ら
解
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
金
井
年
表
は
明
治
二
十
一
年
の
発

刊
本
で
、
一
般
に
は
な
か
っ
た
の
で
県
立
図
書
館
に
行
っ
て
永
島
兄
に
見
せ
て
戴
い

た
。
其
の
時
、
永
島
兄
か
ら
「
此
の
本
を
読
む
な
ら
、
編
者
の
金
井
俊
行
の
事
に
も

興
味
を
持
っ
て
研
究
す
る
と
長
崎
の
歴
史
は
良
く
わ
か
る
よ
」
と
助
言
を
戴
い
た
。

金
井
俊
行
―
初
代
長
崎
区
長
　
明
治
二
十
一
年
、
長
崎
の
街
に
初
め
て
水
道
敷
設

の
議
を
起
こ
す
。
時
に
此
の
案
に
反
対
す
る
運
動
お
こ
り
、
翌
明
治
二
十
二
年
四
月

よ
り
実
施
さ
れ
た
長
崎
市
長
選
に
や
ぶ
る
。
然
し
水
道
工
事
は
、
明
治
二
十
四
年
五

月
完
成
、
給
水
を
開
始
し
て
い
る
。
又
、
俊
行
の
父
金
井
八
朗
は
、
長
崎
代
官
所
御

用
掛
手
代
で
西
山
郷
に
住
ま
い
『
金
井
八
朗
備
考
録
』
を
残
し
て
い
る
。
俊
行
自
身
、

長
崎
聖
堂
の
教
導
・
長
川
幹
二
に
つ
い
て
和
洋
の
学
を
習
い
、
少
年
の
頃
よ
り
代
官

所
に
出
仕
、
明
治
維
新
後
は
、
時
政
を
知
る
人
と
し
て
明
治
十
六
年
に
は
大
書
記
官

と
な
り
、
従
六
位
に
進
ん
で
い
る
。
其
の
伝
記
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

俊
行
　
常
に
長
崎
に
は
其
の
歴
史
を
完
備
し
た
る
も
の
無
し
、
餘
暇
あ
れ
ば
府
庫

を
検
し
史
書
を
渉

シ
ョ
ウ

猟
リ
ョ
ウ

し
、
刻
苦
数
年
、
明
治
二
十
一
年
　
散
逸
せ
る
史
書
を
区
役

所
に
集
輯
し
　
後
世
史
家
を
し
て
倚
る
所
を
知
ら
し
む
る
た
め
長
崎
年
表
三
巻
を

著
す
　
明
治
三
十
年
八
月
歿
す
　
年
四
十
七
　
西
山
椿
原
の
墓
地
に
葬
す

此
処
ま
で
来
た
時
、
私
は
古
賀
十
二
郎
先
生
が
言
わ
れ
た
長
崎
学
の
基
点
は
金
井

氏
の
「
長
崎
年
表
」
に
あ
っ
た
と
知
り
、
永
島
兄
が
「
金
井
俊
行
の
伝
記
を
読
み
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
た
事
が
理
解
さ
れ
た
。
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
私
が
勤
め
て
い
た

長
崎
市
立
博
物
館
の
書
庫
の
中
に
、
朱
印
で
「
長
崎
区
役
所
」
と
押
さ
れ
た
古
記
録

が
箱
の
中
に
あ
っ
た
事
を
思
い
出
す
。
あ
れ
は
た
し
か
に
明
治
二
十
二
年
四
月
長
崎

市
発
足
以
前
、
明
治
十
九
年
八
月
以
降
金
井
俊
行
区
長
時
代
に
収
集
さ
れ
た
資
料
で

あ
っ
た
。

さ
て
長
崎
年
表
を
取
り
出
し
て
み
る
と
第
一
の
序
文
は
長
崎
聖
堂
の
長
川
政
徳
、

第
二
は
西
道
仙
、
第
三
は
俊
行
の
自
序
、
つ
い
で
「
長
崎
年
表
凡
例
」
と
あ
り
、
其

の
凡
例
の
中
に
重
要
な
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
先
に
私
が
疑
問
に
思
っ
た
唐
船
の
事

を
明
確
に
次
の
よ
う
に
三
つ
に
区
分
し
て
記
し
て
あ
っ
た
。

唐
船
に
は
三
類
あ
る
事
。
一
、
口
港
よ
り
来
る
船
（
口
船
）
と
は
南
京
・
寧
波
・

普
陀
山
・
厦ア

門モ
イ

・
台
湾
・
広
東
。

二
、
中
奧
港
よ
り
来
る
船
（
中
奧
船
）
温
州
・
舟
山
・
福
州
・
�

州

チ
ャ
ク
チ
ウ

・
東ト
ン

京キ
ン

・
柬カ
ン

埔ボ

寨チ
ャ

。

三
、
奧
港
よ
り
来
る
舟
（
奧
船
）
広
南
・
占

チ
ャ
ン

城パ
ン

・
暹シ
ャ

羅ム

・
咬ジ

ャ
ガ
タ
ラ

h
�
・
太ダ

泥ニ

・
六

毘
・

マ

刺ロ

加カ

・
柔ジ
ウ

佛ブ
ツ

・
宋
居
　
・
萬マ
ン

丹タ
ン

等

シ
ッ
ポ
ク
の
語
源
は
や
は
り
唐
船
（
中
奧
船
）
で
、
ジ
ャ
ン
ク
の
型
の
船
を
全
て

唐
船
と
し
て
長
崎
奉
行
は
扱
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
唐
通
事
の
中
に
も
一
般
の
中
国
語

通
事
と
区
別
し
て
一.

し
や
む
ろ
通
事
、
一.

ろ
す
ん
通
事
、
一.

東
京
通
事
等
が
い
た

事
が
知
ら
れ
る
。

又
同
書
に
は
「
地
役
人
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
其
の
役
料
銀
は
受
用

銀
と
云
う
、
兼
役
の
場
合
は
加
役
料
と
い
う
。」

「
御
切
米
」
と
は
「
老
中
の
證
書
あ
る
も
の
へ
の
給
米
な
り
。」「
一
般
の
給
米
」

は
長
崎
会
所
買
入
米
よ
り
給
す
。「
扶
持
米
」
に
は
二
種
あ
り
、
一
は
老
中
證
書
に
よ

る
も
の
、
会
所
買
入
米
よ
り
給
す
る
も
の
。「
手
当
銀
」
は
特
別
給
与
と
退
職
者
の
恩

給
。「
助
成
」
と
は
救
助
に
出
す
も
の
也
。

次
に
長
崎
で
言
う
「
箇
所
持
町
人
」
と
は
宅
地
を
有
し
平
民
で
苗
字
を
唱
う
。
其

の
他
の
戸
主
を
「
竈

か
ま
ど

主
」
と
よ
ぶ
。
年
表
一
・
二
巻
は
「
長
崎
之
起
原
」
に
始
ま
り

慶
応
三
年
十
二
月
で
終
り
。
年
表
三
は
神
社
佛
閣
・
橋
・
町
・
郷
村
名
・
奉
行
代

官
・
町
年
寄
沿
革
・
地
役
人
表
・
長
崎
会
所
歳
計
・
外
国
商
法
・
異
宗
處
分
で
終
っ

て
い
る
。

明
治
二
十
一
年
九
月
六
日
出
版
・
著
述
者
金
井
俊
行
・
発
行
者
佐
々
澄
治
・
印
刷

者
七
里
眞
・
発
注
所
本
博
多
町
以
文
会
社

○
最
近
の
話
題
は
「
口
は
禍
の
元
」
と
言
わ
れ
る
。
お
互
い
に
注
意
し
て
発
言
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
事
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。

○
七
月
二
日
、
国
土
交
通
省
長
崎
道
路
管
理
課
小
野
課
長
�
田
専
門
官
来
訪
あ
り
。

今
年
度
の
「
道
の
記
念
日
行
事
」
と
し
て
、
今
年
は
八
月
十
八
日
（
土
）
佐
世
保

方
面
見
学
を
企
画
し
て
戴
き
た
い
と
の
由
。
参
加
希
望
者
は
歴
史
文
化
協
会
事
務

局
ま
で
御
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
七
月
三
日
長
崎
県
民
謡
協
会
代
表
本
多
由
朗
・
平
川
淨
両
氏
来
訪
、
恒
例
の
「
長

崎
県
十
九
回
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
七
月
十
五
日
（
日
）
平
和
会
館
講
堂
で
開
催

す
る
の
で
御
出
席
を
と
言
う
御
案
内
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
演
者
は
県
内
外
よ
り
百

数
名
。
午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
の
大
熱
演
、
今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

○
七
月
七
日
、
電
話
あ
り
「
七
夕
」
と
書
い
て
ど
う
し
て
「
タ
ナ
バ
タ
」
と
読
む
の

で
す
か
と
質
問
あ
り
、
回
答
。

○
七
月
十
七
日
、
同
じ
く
質
問
あ
り
。
京
都
八
坂
神
社
の
祭
礼
を
ど
う
し
て
「
ギ
オ

ン
山
笠
」
と
言
う
の
で
す
か
。
ギ
オ
ン
と
は
佛
教
の
言
葉
で
「
祇ギ

園オ
ン

精
舎
の
鐘
の

声
」
と
習
っ
た
の
で
す
が
、「
八
坂
神
社
は
お
寺
で
す
」
と
言
わ
れ
る
。

○
八
月
に
入
る
と
「
オ
ボ
ン
」
に
な
る
。
オ
ボ
ン
と
言
う
の
は
佛
教
の
言
葉
で
其
の

源
語
は
古
代
イ
ン
ド
語
（San

skrit

）
のO

valam
b
an
u
-U
llam

b
an
a

で
中
国
で

之
を
盂ウ

蘭ラ

盆ボ
ン

会
と
訳
し
て
い
る
。
言
葉
の
意
味
は
「
逆
さ
に
吊
す
」
と
あ
る
の
で

「
苦
し
み
悶も

だ

え
る
」
と
言
う
事
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
其
の
苦
し
み
を
佛
様
に
救
っ

て
も
ら
う
日
を
中
国
で
は
、
中
元
の
日
（
旧
七
月
十
五
日
）
と
し
た
の
で
、
其
の

行
事
が
我
が
国
に
も
佛
教
伝
来
と
伝
え
ら
れ
た
。
我
が
国
で
最
初
の
「
盆
会
」
の

記
録
と
し
て
は
、
斉
明
天
皇
三
年
（
六
五
七
）
七
月
十
五
日
、
奈
良
明あ

日す

香か

村
飛

鳥
寺
の
西
に
須し

ゅ

弥み

山せ
ん

を
造
り
供
養
し
た
と
あ
る
。

○
長
崎
の
「
お
盆
の
行
事
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
廃
さ
れ
た
寛
永
時
代
以
後
（
一
六

二
四
年
〜
）
主
と
し
て
、
筑
後
（
柳
川
）
方
面
よ
り
進
出
し
て
き
た
浄
土
系
の
人

達
を
中
心
に
、
お
盆
の
行
事
が
発
展
し
、
そ
れ
に
唐
船
の
人
達
よ
り
伝
え
ら
れ
た

清チ
ン

明ミ
ン

の
行
事
（
墓
前
の
飲
食
・
花
火
）
や
、
彩
舟
流
の
行
事
の
影
響
を
う
け
、
現

在
み
る
よ
う
な
「
精
霊
流
し
」
の
光
景
と
な
っ
た
。

○
今
で
は
殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
が
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
八
月
十
五
日
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
フ
ェ
ト
ン
号
が
長
崎
港
に
侵
入
し
、
色
々
の
事
が
あ
り
、
其
の

責
め
を
一
身
に
う
け
と
め
た
長
崎
奉
行
松
平
図
書
頭

が
切
腹
し
て
果
て
た
日
で
あ
る
。
図
書
頭
の
墓
は
大

音
寺
本
堂
横
に
あ
り
、
長
崎
市
文
化
財
（
史
跡
）
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

風
信

中国旅行を楽しむ歴文協会員（福健省・黄檗山にて）

三
〇
〇
号
　
平
成
十
九
年
七
月
二
十
日

な
が
さ
き
の
空
発
刊
三
百
号
記
念

戦
後
の
長
崎
学
創
立
の
こ
ろ

越
中
　
哲
也


